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騒がしいオープンスペースでも快適な遠隔会議を実現

オフィスのあらゆる空間で遠隔会議を可能に。
SoundCap機能搭載 USB/Bluetooth® 対応スピーカーフォン
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●本製品の日本国外での使用については一切のサポート、保証をしておりません。●このカタログの記載内容は2019年10月現在のものです。●仕様は予告なく変更する場合がありま
すので、予めご了承ください。●本カタログに記載されている会社名、製品名は一般に各社の登録商標あるいは商標です。

●本製品の設置、ご使用に関しましては取扱説明書などに記載されている注意事項や禁止事項をよくお読みの上、必ずお守りください。安全に関するご注意

オフィスのオープンスペースで快適な遠隔会議を可能にする

収音範囲制限機能
課題

ソリューション
収音範囲制限機能は、本体の近くの会議参加者の声を収音する一方、会議に不要な周囲の雑音を抑制
する機能です。複数のマイクを用いて、音の発生源と本体の距離を高い精度で推定し、遠くからの音だ
けを抑制します。収音範囲制限機能により周囲の雑音を抑制することで、会議参加者の声を明瞭に届
けることが可能です。

マイク自動ミュート

オープンスペースには、周囲の話し声や電話の呼び出し音、コピー機のノイズなど、会議を妨げる雑音
が数多く存在します。従来、オープンスペースで遠隔会議を行う場合、会議参加者の声は雑音と混ざっ
て相手側に聞こえるため、相手側は声を明瞭に聞き取ることが困難でした。

課題

ソリューション
マイク自動ミュートは、オープンスペースの会議参加者の発言状態を認識し、自動でマイクミュート・ミ
ュート解除を行う機能です。収音した音声信号から人間の声を瞬時に高精度に判定するHuman 
Voice Activity Detection（HVAD）と連携し、判定結果に応じてマイクミュートの操作を行いま
す。これにより、オープンスペースからの会議参加者が都度マイクミュートの操作をしなくても、相手側
は雑音に邪魔されることなく会議に集中することができます。

従来、オープンスペースの会議参加者が発言していないときでも、周囲に存在するさまざまな雑音をマ
イクが拾って相手側に届けてしまうため、相手側は会議に集中することが困難でした。それゆえ、オー
プンスペースからの会議参加者は雑音を抑えようと、発言の度にマイクのミュートと解除を繰り返す、
といった煩わしい操作を求められることがありました。

スピーカー音量自動調整
課題

ソリューション
スピーカー音量自動調整は、周囲の雑音の大きさに合わせて、スピーカー音量を常に適切なボリューム
に調整します。これは、収音した音声信号から人間の声を瞬時に高精度に判定するHVADにより実現
する機能です。スピーカー音量自動調整により、オープンスペースで相手側の声を聞き逃すことはなく
なり、また、周囲に迷惑をかけたり会話の内容を聞かれてしまうこともありません。

従来、オープンスペースでスピーカーフォンを使用する際、周囲への配慮でボリュームを抑えて使用して
いると、周囲の雑音が大きくなった場合に相手側の声を聞き逃すことがありました。また、周囲の雑音
が小さくなった場合、スピーカーフォンのボリュームが大きいままだと周囲に迷惑をかけたり、会議の内
容が周囲に聞かれてしまうリスクもありました。
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